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安
政
三
年
、
老
原
村
か
ら
丹
南
村
へ

林
五
郎
家
に
残
る
明
治
三
年
の
押
印

丹南藩の公印「丹南藩」木印の発見

　
本
年
、
二
〇
二
三
年
は
丹た
ん

南な
ん

藩
が
で
き
て

四
〇
〇
年
に
な
り
ま
す
。
徳
川
氏
の
直じ

き

臣し
ん

で

あ
る
三み

河か
わ

国
（
愛
知
県
）
出
身
の
高た

か

木ぎ

正ま
さ

次つ
ぐ

が
、
大
坂
夏
の
陣
の
武
功
に
よ
っ
て
、
元げ

ん

和な

九

年
（
一
六
二
三
）
十
二
月
九
日
、
丹
南
に
所
領

一
万
石ご

く

を
得
て
立
藩
し
た
も
の
で
す
。
藩
の
陣じ

ん

屋や

（
役
所
）
は
、
現
在
の
丹
南
三
丁
目
の
来ら

い

迎ご
う

寺じ

の
東
側
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
以
後
、
高
木
氏
は
大だ

い

名み
ょ
うと

し
て
江
戸
時
代

を
通
じ
て
一
度
の
転て

ん

封ぷ
う

も
な
く
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
七
月
の
廃は

い

藩は
ん

置ち

県け
ん

ま
で
二
五
〇

年
近
く
、
十
二
代
に
わ
た
っ
て
藩
政
を
ひ
い
た

の
で
し
た
（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
61
〜
65
）。

　
た
だ
、
藩
主
高
木
氏
は
江
戸
時
代
中
期
ご
ろ

か
ら
丹
南
と
江
戸
を
一
年
ご
と
に
往
復
す
る
参さ

ん

勤き
ん

交こ
う

代た
い

の
義
務
を
免
ぜ
ら
れ
、
江
戸
定
住
の
定

じ
ょ
う

府ふ

大
名
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
行
政
は
江
戸
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
丹
南
で
は
、
代
官
職
以
下

の
藩
士
が
陣
屋
近
辺
に
居
住
し
、
江
戸
表お

も
ての

指

示
を
丹
南
な
ど
領
地
の
村
々
に
発
し
た
の
で
す
。

中な
か

高こ
う

野や

街
道
が
西
方
の
丹
南
天
満
宮
に
向
か

う
旧
陣
屋
表
道
筋
（
北
筋
）
角
に
林
さ
ん
宅
が

建
っ
て
い
ま
す
（
丹
南
三
丁
目
）。
藩
政
時
代

に
は
、
道
を
挟
ん
で
陣
屋
の
南
東
側
に
接
し
て

お
り
、
西
北
に
は
丹
南
村
の
庄

し
ょ
う

屋や

で
あ
る
松
川

家
の
屋
敷
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
林
家
は
、
も
と
も
と
河
内
国
志し

紀き

郡

老お
い

原ば
ら

村
（
現
八
尾
市
）
の
出
身
で
し
た
。
老
原

村
は
丹
南
藩
の
領
地
で
、
林
氏
は
高
木
氏
に
仕

え
る
郷ご

う

士し

で
し
た
。
安あ
ん

政せ
い

三
年
（
一
八
五
六
）、

当
時
の
家
長
、
林
仁に

兵へ

衛え

の
長
男
で
あ
っ
た
五ご

郎ろ
う

が
老
原
を
離
れ
、
現
住
地
の
丹
南
村
へ
移
っ

て
き
ま
し
た
。五
郎
は
文ぶ

ん

政せ
い

十
二
年（
一
八
二
九
）

六
月
五
日
生
ま
れ
。
五
郎
二
十
七
歳
の
時
で
す
。

　
こ
の
時
期
の
丹
南
藩
主
は
、
十
二
代
の
高

木
正ま

さ

坦ひ
ら

で
し
た
。
正
坦
は
五
郎
と
同
じ
く
、

文
政
十
二
年
三
月
生
ま
れ
で
、
嘉か

永え
い

元
年

（
一
八
四
八
）
八
月
、
二
十
歳
で
十
一
代
正ま

さ

明あ
き

を
継
い
で
い
ま
し
た
。

　
五
郎
の
肖
像
画
が
林
さ
ん
宅
に
所
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。
林
家
の
家
紋
で
あ
る
「
九く

枚ま
い

笹ざ
さ

」
を
左
右

に
付
け
た
紋
付
羽
織
姿
で
す
。
同
氏
宅
に
は
、
五

郎
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
陣じ

ん

笠が
さ

や
弓
・
槍
も

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
陣
笠
に
は「
林
」姓
を
デ
フ
ォ

ル
メ
し
て
、
赤
字
で
大
き
く
所
有
者
を
表
現
し
て

い
ま
す
。
五
郎
は
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

三
月
、
六
十
七
歳
で
長
男
亀か

め

松ま
つ

に
家
督
を
譲
り
、

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
十
二
月
、
七
十
九

歳
で
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
し
た
。

　
一
方
、
こ
れ
ら
の
所
蔵
品
と
は
別
に
、
分
家
に

あ
た
る
丹
南
四
丁
目
の
林
さ
ん
宅
に
は
、
同
様
の

陣
笠
と
共
に
、
貴
重
な
「
丹
南
藩
」
の
木
印
も
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
丹
南

藩
は
元
和
九
年
か
ら
明
治
四
年
ま
で
存
在
し
ま
す

が
、
藩
印
が
押
さ
れ
た
文
書
は
ほ
と
ん
ど
見
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
う
点
か
ら
も

「
丹
南
藩
」
木
印
が
旧
藩
士
宅
に
保
管
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
、
大
き
な
驚
き
で
し
た
。

　
今
か
ら
十
年
前
の
平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
）、

私
は
林
さ
ん
か
ら
木
印
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
を

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
個
人
的
に
調
査
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
文
化
財
的
価
値
の
あ
る
物
と
し

て
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
ま
し

た
。「
丹
南
藩
」と
陽
刻
さ
れ
た
三
、八
セ
ン
チ
×
三
、

八
セ
ン
チ
。
高
さ
六
セ
ン
チ
角
の
木
製
角
印
で
す
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
折
、
堺
市
立
み
は
ら
歴
史
博

物
館
の
開
館
十
周
年
記
念
特
別
展
―
美
原
も
の

が
た
り
―
が
同
館
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
（
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
日
〜
十
二

月
一
日
）。
期
間
中
、
私
は
同
館
で
「
丹た

じ
ひ比

か

ら
生
ま
れ
た
丹
南
・
丹た

ん

北ぼ
く

・
八や

上か
み

郡
の
歴
史
」

と
題
し
て
、記
念
講
演
を
頼
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
機
会
を
と
ら
え
、
私
は
林
さ

ん
に
「
丹
南
藩
」
木
印
を
同
館
の
特
別
展
に
出

品
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
お
願
い
し
ま
し

た
。
林
さ
ん
は
心
よ
く
承
諾
し
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
人
々
の
目
に
触
れ
た
の
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
特
別
展
が
契
機
と
な
っ
て
、
こ
れ

ま
で
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
「
丹
南
藩
」
木

印
を
押
し
た
書
状
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
明
治

三
年
（
一
八
七
〇
）
十
一
月
、
丹
南
藩
庁
が
、

領
地
で
あ
っ
た
河
内
国
丹
北
郡
向む

か

井い

村
（
現

松
原
市
北
新
町
）
の
庄
屋
・
年と

し

寄よ
り

・
惣そ

う

百び
ゃ
く

姓
し
ょ
う

に
宛
て
た
年ね

ん

貢ぐ

高だ
か

の
割
付
を
記
し
た
書
状
に
押

さ
れ
た
も
の
で
す
。
文
末
に
「
明
治
三
年
庚こ

う

午ご

十
一
月
」「
丹
南
藩
廳ち
ょ
う」
と
あ
り
、「
丹
南
藩
」

の
印
が
朱
で
押
さ
れ
て
い
ま
す
。丹
南
藩
廳
は
、

丹
南
陣
屋
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
書
状
の
九
か
月
後
の
明
治
四
年
七
月
、

こ
れ
ま
で
の
藩
を
無
く
し
、
県
を
置
く
廃
藩
置

県
が
断
行
さ
れ
ま
し
た
。
丹
南
藩
最
晩
年
の
事

例
で
あ
り
、
ま
も
な
く
高
木
氏
の
領
地
は
丹
南

県
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
林
さ
ん
宅
に
「
丹
南
藩
」
木
印
が
伝
存
さ
れ
て

い
た
背
景
に
は
、
幕
末
時
の
当
主
の
五
郎
が
丹
南

藩
で
木
印
を
管
理
す
る
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
本
品
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
実
態

が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
丹
南
藩
を
考
え
る
上

で
、
一
級
資
料
と
な
り
う
る
も
の
で
す
。

▲「丹南藩」木印（38×38×60
ミリ）「丹南藩」と陽刻される。

▲「丹南藩」の押印　明治3年11月。丹南藩庁から向井村
庄屋・年寄・惣百姓宛て書状。

▲林五郎家に伝存
した陣笠・槍・弓

▲林五郎（1829－1908）
　肖像画。


